
川柳地区地域支え合い会議

こ
れ
ま
で
の
地
域
支
え
合
い
会
議

で
は
、
家
か
ら
近
く
て
気
軽
に
通
え

る
自
治
会
館
を
利
用
し
て
、
介
護
予

防
体
操
の
新
規
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ

に
向
け
て
話
し
合
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

取
り
組
み
に
賛
同
い
た
だ
い
た
伊
原

本
田
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
「
伊

原
本
田
自
治
会
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
い
た
だ
き
、

サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
（
企
画:

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
川
柳
）

令
和
３
年
11

月
4
日
か
ら
12

月
９
日
ま
で
の

全
６
回
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
た

養
成
講
座
で
は

「
目
指
そ
う
！

健
康
長
寿
！
健

康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
（
埼
玉

県
立
大
学
田
口
教
授
）
、
「
①
高
齢

者
に
多
い
病
気
と
予
防
・
②
人
生
会

議
に
つ
い
て
」
（
越
谷
ハ
ー
ト
フ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
佐
藤
院
長
）
、
「
リ

セ
ッ
ト
体
操
」
（
越
谷
市
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
）
の
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
介
護
保
険
の

基
礎
知
識
な

ど
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
サ
ロ

ン
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

サ
ロ
ン
名
は
「
ほ
ほ
え
み
」
に
決
定

し
ま
し
た
。
令
和
４
年
１
月
13
日
か

ら
新
サ
ロ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

伊
原
本
田
自
治
会
館
で

「
伊
原
本
田
自
治
会
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」
修
了
者
10
名

新
サ
ロ
ン
『

ほ

ほ

え

み

』
誕
生
！
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《今後のスケジュール》

日 時 ２月２４日（金）１０時～ 老人福祉センターひのき荘

問合せ ☎９６６-３４１１（社協 小林）

突
然
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
医
療
や
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

元
気
な
時
か
ら
自
分
自
身
の
生
活
や
、
そ
の
先
に
あ
る
最

後
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
生
会
議
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
や
価
値
観
、
大

切
に
し
て
い
る
思
い
を
家
族
な
ど
、
周
囲
の
信
頼
す
る
方

た
ち
と
話
し
合
い
共
有
し
て
、
“
本
人
の
思
い
を
尊
重
し

た
生
活
の
実
現
”
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
言
い
ま
す
。

【人生会議】
とは？

（ACP：アドバンス・
ケア・
プランニング）

修了証授与式

養成講座を修了した
頼もしい１０人です！

第11回
地域支え合い会議

「リセット体操」

地域支え合い会議では、伊原本田自治会の新

サロンリーダー養成講座として、越谷市主催

「介護予防リーダー養成講座」の参加を考えて

きました。

しかし、市の対象条件となる「週1回以上のサ

ロン開催」という条件を満たすことができず受

講を断念しました。

そこで、相談に応じてくれたのが地域包括支

援センター川柳の鈴木さんでした。すぐに「伊

原本田自治会健康づくりリーダー養成講座」を

プランニングし、開催してくれました。

包括さんは、いつでも地域の方々の相談に耳

を傾け、力になってくれます。ぜひ一度、地域

包括支援センター川柳を訪ねてみてください。

地域包括支援センター川柳
（老人福祉センターひのき荘内 １階）

人生会議（ACP）の講義
（越谷ハートフルクリニッ
ク佐藤院長）


